
西
岡
　
正
子

み
や

こ
子
ど
も
土
曜
塾

謹
賀
新
年
。
手
帖
に
書
か
れ
た
仕
事
を
見
る
限

＝
二
〇
〇
六
年
に
到
逹
出
来
て
い
る
か
ど
う
か
白

信
は
な

い
。
ま
だ
、
私
だ
け
仕
事
を
抱
え
て
、
年

を
越
せ
な

い
で
い
る
か
も
知
れ
な

い
。
忙
し
い
秋

を
何
と
か
乗
＝
切

っ
た
の
だ
か
ら
、

こ
の
冬
を
乗

――
越
え
春
ま
で
に
は
何
と
か
追

い
つ
け
る
は
ず
。

文
化
の
秋
は
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
目
白

押
し
で
あ

っ
た
。
教
育
学
部
が
関
わ
――
佛
教
大
学

で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
け
で
も
、
学
術

協
定
を
締
結
し
て
い
る

ハ
ヮ
イ
大
学

の
研
究
者
と

の
「佛
教
大
学

・
ハ
ワ
イ
大
学
学
術
会
議
」
、
京
都
府

の
山
田
知
事

の
講
義
と
教
育
学
部
学
生
と
の
デ
ィ

ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

「京
都
府

の
未
来
と
若
者

へ
の
期

待
―
人
間

・
教
育

ｏ
社
会
」
、
教
員
養
成
Ｇ
Ｐ
採
択

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「公
立
学
校
を
起
点
と
す
る

小
大
連
携
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
が
あ
る
。

大
学
以
外
で
も
教
育
学
部
が
関
わ
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
，
く
開
か
れ
た
。
そ
の
中
の

一
つ
に
１１
月

１１
日
に
実
施
さ
れ
た
第
３．
口
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
研
究
大
会
が
あ
る
。
京
都
市
勧
業
会
館

（
み
や
こ
め

っ
せ
）
で

「や
れ
ば
で
き
る
　
み
ん
な

お
き
ば
――
や
す
～
京
か
ら
明
日
へ
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
３
，
０
０

０
人
が
集
ま
＝
情
報
す
、換
が
行
わ
れ
た
。
特
別
分

科
会
は
、
「
み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
の
挑
戦
～
ま
ち

全
体
を
学
び

と
育
ち

の
場

に
～
」

と

い
う
テ
ー

マ
で
実
施
さ
れ
た
。
京
都
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は

『
「
大
人
み
ん
な
が
先
生

に
」
を
合
言
葉

に
、

「ま
ち
全
体
を
学
び
と
育
ち
の
場
に
一
を
目
標
に
、

土
曜
日
を
は
じ
め
学
校
休
業
日
に
京
都
な
ら
で
は

の
み
様
な
学
習
資
源
を
生
か
Ｌ
た
さ
ま
ざ
ま
な
学

び

の
場
を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
ｔヽ
こ

う
と

い
う
市
民
ぐ
る
み
の
取
Ｈ
組

み
、
そ
れ
が

「
み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
」
で
す
。
み
や
こ
子
ど
も

土
曜
塾
が
始
ま

っ
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
平
成

・６
年
度
１０
月
以
来
、
様
々
な
分
野
か
ら
り
く
の
団

体
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
の
も
と
、
約

３
，
３
０
０
事
業
が
計
画
さ
れ
、
延
べ
１０
万
人
の
子

ど
も
た
ち
や
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
参
加
Ｌ
て
い
た

だ
き
ご
す
び
と
育
ち
の
輪
が
広
が

っ
て
い
ま
す
』
と
。

特
別
分
科
会
の
パ
ネ
ル
リ
ス
ト
に
は
、
粘
土
の

人
形
を
動
か
し
て
ア
ニ
メ
を
作
る
ク
レ
イ
ア
ニ
メ

数
室
実
施
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
社
員
、
神
道

・
雅
楽
数
室

の
上
賀
武
神
社
の
官
司
さ
ん
等
が
お
ら
れ
た
。
我

が
佛
教
大
学
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ

の
よ
さ
こ
い
踊

――
の
技
露

（佛
教
大
学
よ
さ
こ
い
踊
――
サ
ー
ク
ル

紫
踊
屋
は
第
４
日
曜
日
に
地
域
の
大
人
と
子
ど
も

逹
に
佛
大
う
目
的
ホ
ー
ル
で
土
曜
塾
を
実
施
）
に

始
ま

――
、
私

の
基
調
講
演
、
。′
ヽ
、
不
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン
で
は
、
教
育
学
部
４
口
生
で
京
都
市
社
会

教
育
委
員
を

つ
と
め
る
関
口
君
が
教
育
学
部
土
曜

塾

の
内
容
を
発
表
し
た
。
教
育
学
部
は
各
ゼ
ミ
ご

と
に
パ
ソ
コ
ン
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
作

――
、
絵
本
作

――

等
の
数
室
を
第
二
土
曜
日
に
開

い
て
き
た
。
企
画

か
ら
準
備
、
実
施
に
至
る
ま
で
全
て
学
生
が
行

い
、

見
事
に
子
ど
も
逹
を
指
導
し
、
毎
口
見
学
に
来
ら

れ
る
教
育
委
員
会
の
方
々
か
ら
高

い
評
価
を
得
て

い
る
。
私
も

コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
パ

不ヽ
ル

デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
。
多
く
の
保
護
者
は

佛
教
大
学
の
教
育
と
学
生
の
日
々
の
活
動
に
感

だ

し
て
く
だ
さ

っ
た
。

み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
は
、
京
都

の
歴
史
と
深

い
繋
が
り
が
あ
る
。
京
都
は
明
治
５
年
の
学
制
発

布
以
前

の
明
治
２
年
に
町
衆
が
自
ら
の
力
で
６４
の

番
組
小
学
校
を
開
校
し
た
。
番
組
は
１０
ほ
ど

の
町

が
集
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。
町
は
通
＝
を
挟
ん
で

両
側
が

一
つ
と
な
＝
作
ら
れ
た
も
の
で
、
町
式
目

の
制
定
、
所
司
代
や
町
奉
行
か
ら
の
御
触
の
伝
逹
、

町
の
問
題
を
協
議
す
る
自
治
組
織
で
あ

っ
た
。
町

組
自
治
の
場
は
町
会
所
で
あ
り
、

こ
の
会
所
は
町

衆

の
学
習

の
場
で
も
あ
り
子
ど
も
逹

の
教
育
の
場

で
も
あ

っ
た
。

こ
こ
で
教
え
ら
れ
て
い
た

「使
用

謡
」
に
は

「九
竹
夷

二
押
御
池

（九
太
町
通
、
竹

屋
町
通
、
夷
川
通
、

二
条
通
、
押
小
路
通
、
御
池

通
）
…
」
と
今
日
で
も
歌
わ
れ
て

い
る

「京

の
通

――
名
唄
」

の

「九
重
」
や
、
九
九
等
の
算
術
を
謡

う

「竹
弄
」、
日
本
の
国
名
を
話
に
し
た

「秋
津
国
」、

針
灸
術
の
つ
ば
の
だ
得

「十
四
経
」
等
が
あ
る
。

み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
は
町
会
所

の
歴
史
を
汲

む
も
の
で
あ
る
。
京
都
に
あ
る
大
学
と
し
て
今
年

度
も
よ
――
充
実
し
た
学
び

の
場
を
地
域
に
提
供
し

て
い
き
た

い
。
で
き
れ
ば
佛
教
大
学
な
ら
で
は
の

土
曜
塾
を
。
そ
れ
は
何
だ
ろ
う
か
。
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